
深谷シネマと映画「ギャングース」
深谷シネマの館長さんから、反貧困ネットワーク埼玉宛に、映画「ギャングース」や深谷シネマの上演案内をいただきました。

映画「ギャングース」
ルポライターの鈴木大介さんが書いた「家のない少年たち」をベースに作られた映画。～生まれつきの犯罪者なんていない～。家庭や教育
の環境からこぼれ落ち、無視され、加害者や非行少年少女になっていく。そういう子どもたちの生い立ちや現在の葛藤をつぶさにレポート
した作品で、「知られざる実態を伝えたい」という鈴木さんの思いが出発点の作品とのことです。

深谷シネマの今後の上映作品等は　→　こちら
チラシや上映案内のPDFは　→　こちら
樹木希林さん主演の「あん」のほか、「華氏１１９」「人生フルーツ」など魅力的な映画の上映が予定されています。

深谷の町を歩いてみたいです。

（弁護士　猪　股　　正）
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金沢旅行記
１月初旬に旅行で金沢へ。
新幹線で２時間半、あっという間。
着いてすぐに目に入るのは、駅前の「鼓門」。大きくて迫力があり、とても美しく、これだけでも金沢に行く価値あり。
ホテルに荷物を預け、まず向かったのは、「近江町市場」。新鮮な魚介類に舌鼓を打ちつつ、場内を散策。
市場を出て次に向かったのは、忍者寺と呼ばれる「妙立寺」。案内人の淀みなく語られる説明と数多くの仕掛けが施された建物内はとても
興味深く面白い。
次に行ったのが、「香林寺」。干支の像があり、自分の干支の前で願掛けをすると叶うと言われており、熱心に祈願。
次の目的地に向かう道中で１軒のお酢のお店を発見。ご主人のご厚意で、お酢造りの蔵を見学。一期一会の出会いに感謝。
その後、「にし茶屋街」・「長町武家屋敷跡」を見学し建物の美しさに心奪われ、お腹も空いたところで、「のど黒めし」を出すお店へ。
しかし、人気店のため店の前の行列で諦め（いつかリベンジ！）、一旦ホテルへ。
夕飯は、事前に予約していた鮨屋へ。観光客は滅多に来ないという地元の隠れ家的なお店で贅沢な時間を漫喫。大満足の一日目終了。

二日目、まずは「兼六園」へ。１月なのに雪が全く降っておらず、雪化粧された景色はお預け。兼六園内の時雨亭でお茶を頂いた後に、お
庭を眺めながら日向ぼっこ。
次に、「主計町茶屋街」・「ひがし茶屋街」に行き、情緒あふれる街並みにタイムスリップした気分に。お茶屋さん内部も見学し当時に思
いを馳せた後は、土産物屋で金箔貼り体験。簡単なデザインを選んで大成功。
茶屋街を満喫した後は、水玉模様のお守りが可愛い「石浦神社」へ。ここへ向かう道中、にわか雨に降られたが、バスに乗り込みセーフ。
しかも、特大の虹のおまけ付。神社に着く前からご利益を期待。縁結びで有名なようで、こちらでも熱心に祈願。
帰りの新幹線まで時間があったので、前日にも訪れた「近江町市場」へ。ウニと生ガキを堪能し、旅の締めくくり。
お土産もたくさん買い込み、二日目も大満足で帰路に。

素晴らしい景色に美味しいご飯、行く先々で出会う人の温かさに感動した１泊二日の旅。
色々なところに行って歩き回り疲れたが、心身ともに癒され、元気を貰った旅となった。
金沢、また行きたい♪
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雛人形
ひな祭りを前に、今年も雛人形を飾りました。
娘の雛人形と、私の雛人形です。

雛人形は、その子に代わって災厄を身代わりし、引き受けてくれると言われているそうです。（諸説あります。）

私の雛人形は、祖父母が贈ってくれたものです。
祖父母は東京都在住でしたが、人形の街で有名な、埼玉県の岩槻市（現在のさいたま市岩槻区）のお店まで足を運んで購入してくれました。
祖父母は既に他界していますが、雛人形を見ると、祖父母が私の成長をいつも優しく見守っていてくれたことを思い出します。

子どもの頃、雛人形を飾ってもらうと、嬉しくて、お雛様を抱っこしたり、お内裏様の刀を振ってみたり、お道具で遊んだりしました。
見ると、娘も全く同じように遊んでいました。
子どもながらに、雛人形が特別大事なものであると感じるのでしょう。丁寧に大切に扱っているのが分かります。
雛人形を通して、周囲への感謝の気持ち、ものを大切にする心を育んで欲しいなぁと思います。
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心の中で祖父母に話しかけます。
「おじいちゃん、おばあちゃん、私は元気だよ。これからも、雛人形と一緒に、娘と私を見守ってね。」

（事務局Ｅ）

香港
 

香港に行きました。

料理がおいしいと聞いていたので、一番の楽しみでした。
以前、台湾で行列に並んで食べた小籠包もおいしかったですが、香港の点心も甲乙つけがたいほどおいしく、ダイエットを忘れていろいろ
なお店を巡りました。

香港らしい色使いの陶磁器や、おいしそうなお菓子などのお土産に目移りしながら、ティーセットや茶葉などを購入しました。

今度はどこ行こうか、あれこれと考えています（実現は遠そうです）。

弁護士　德永　美之理
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プラズマ乳酸菌
 

「免疫細胞の司令塔である樹状細胞を直接活性化し、
免疫全体を活性化」するというプラズマ乳酸菌
（「プラズマ乳酸菌レポート」https://health.kirin.co.jp/about/about.html）。

アレルギーもちの私は、ここしばらく
毎朝せっせとプラズマ乳酸菌入りのヨーグルトを食べています。

効果は出ているのか、いないか…
まだよく分かりませんが、もうしばらく続けてみます。

弁護士　佐渡島　啓
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反貧困全国集会２０１９集会宣言 「派遣村から１０年～垣根を
越えてつながろう！」
　２月１６日、東京四谷で、反貧困全国集会２０１９が開催されました。
　「私たちは、微力かもしれないが無力ではない、一緒につながれば、それは大きな力となる。」。集会の締めくくりの宇都宮健児弁護士
の言葉です。
集会の最後に採択された集会宣言です。

反貧困全国集会２０１９集会宣言
「派遣村から１０年～垣根を越えてつながろう！」

　年越し派遣村から１０年になります。日比谷公園には、仕事と住まいを失い、生存の危機にある人が次々とたどり着き、２００９年の年
明けには、その数は５００人を超えました。
　当時、非正規雇用は、過去最高の約３５％まで増加していました。１９９５年に、日経連（現在の経団連）が「新時代の日本的経営」と
いう雇用改革案を明らかにして以降、企業は、人件費の節約や雇用調整を容易に行うため、正規雇用を減らし非正規雇用への置き換えを進
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めたからです。そして、リーマンショックがあった２００８年、派遣労働者など、非正規雇用を中心に一斉に切り捨てられ、生活に困窮す
る人が全国にあふれることになりました。「競争に負けて困窮し、ホームレスに転落して餓死するのも自己責任」という空気が社会を覆い
つくす中で、年越し派遣村の取組は、日比谷公園の現場から、メディアを通じ、生存の危機にある人々の現実の姿を社会に伝え、貧困を可
視化し、個人の努力や能力の問題ではなく、制度や社会を変える必要があることを多くの人に伝え、取組後の２００９年９月、政権が交代
することになりました。

　あれから１０年。非正規雇用は４０％近くとなり、世帯収入も貯蓄もさらに減少し、中間層の痛みが増す中で、一度は小さくなった「自
己責任」の声は、あのときよりさらに大きくなっています。それどころか、子どもを作らないＬＧＢＴのカップルには「生産性がない」と
した自民党議員の発言のように、「生産性」という言葉が人間に対して当たり前に使われ、ネット上には「金がないのに子作りするな。」
「生活力のない人間が増え、真面目に働いた者が払っている税金が足りなくなる。」といった言葉が流れ、「財源不足なのだから命の選別
が必要」というような言説が増えています。

　しかし、人間は、一人ひとり個性を持ち、人間であるということだけでかけがえのない価値があります。人間の生存は、「生産性」の有
無や「自己責任」を果たしているかなどの条件付きのものではなく、無条件に肯定されるものです。この当たり前のことが否定された過去
の歴史を踏まえ、憲法は「個人の尊厳」に最高の価値を置くと宣言しているのです（憲法１３条）。

　派遣村の取組には、労働や生活保護問題など運動の垣根を越えて多くの人が参加し、現場から貧困を可視化し、市民が理念や価値を共有
して連帯すれば、社会を変えうるということを示し、勇気と希望を共有できた取組だったと思います。個人の尊厳を踏みにじり、「自己責
任」を喧伝して人を追い込み、企業の利益を優先し人間を使い潰す政策や政治への怒りや、その思いを共有した人と人とのつながりは、新
しいつながりを作りながら粘り強く今へと続いています。生きづらさを抱えた者同士を分断させる「自己責任」の罠に陥らず、垣根を越え
てつながろう。

２０１９年２月１６日
反貧困全国集会２０１９参加者一同



4/4 日弁連シンポジウム「最低賃金引上げには何が必要か？～
諸外国の調査結果を中心に法制度と運用面の課題を探る～」
日弁連が、最低賃金引上げを考えるシンポジウムを開催します。
日弁連では、これまで、アメリカ、イギリス、韓国、青森、鳥取など、最低賃金に関する海外調査、国内調査を行ってきています。
調査には、当事務所の鴨田弁護士や猪股弁護士も参加しています。
今回のシンポジウムでは、これらの調査から見えてきた法制度や運用面の課題を踏まえ、最低賃金引上げの方策が議論されます。
最低賃金の引上げは、貧困や格差解消のために極めて重要です。多くのみなさまにご参加いただけますと幸いです。

詳しくは、下記の日弁連のホームページをご参照ください。

（日弁連ホームページ）

▶シンポジウムの趣旨
日弁連では最低賃金の大幅な引上げが貧困問題を解決する上で最も重要な課題の一つと位置付け、「最低賃金額の大幅な引上げを求める会
長声明」を毎年表明しているほか、国内各地（青森県、鳥取県、北海道）および諸外国（韓国、アメリカ、イギリス）の最低賃金制度の調
査を行ってきました。
今回のシンポジウムでは、これまでの調査結果についての報告をするとともに、そこから浮かび上がった法制度上および運用面での課題に
ついて、専門家を交えて議論し、最低賃金引上げの方策を皆様と共に考えたいと思います。ぜひご参加ください！
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▶日時：２０１９年４月４日（木）　１８時００分～２０時００分（開場１７時４０分予定）
▶場所：弁護士会館１７階１７０１ABC会議室 →会場地図
（千代田区霞が関１－１－３　地下鉄丸ノ内線・日比谷線・千代田線　「霞ヶ関駅」Ｂ１－ｂ出口直結）
▶参加費：無料
▶参加対象・人数：どなたでも参加いただけます。

▶内容
プログラム（予定）
◆基調報告「諸外国調査報告と最低賃金引上げの課題」
・日弁連貧困問題対策本部委員
◆パネルディスカッション
【パネリスト】
・脇田 滋 氏(龍谷大学名誉教授)
・山崎 武央 氏 (にいがた青年ユニオン代表)
・松田 弘子 弁護士(山口県地方最低賃金審議会公益委員、日弁連貧困問題対策本部委員）

▶チラシ→こちら(PDFファイル;3.8MB)
▶申込方法：事前申込不要（当日会場にお越しください）
▶主催：日本弁護士連合会
▶お問い合わせ先：日本弁護士連合会 人権部人権第一課
TEL ０３－３５８０－９５０１
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「ソウルの市民民主主義:  日本の政治を変えるために」（朴
元淳 (原著, 著), 白石 孝 (著)）
3月26日の学習会（反貧困ネットワーク埼玉主催、当事務所３階大会議室で開催）で、お話いただく白石孝さんの著書「ソウルの市民民
主主義:  日本の政治を変えるために」（２０１８年、コモンズ）です。私も、白石さんと一緒に、何度かソウル市の調査に参加させてい
ただきました。
マスコミや政府が伝えない、韓国やソウル市の実情を伝える数少ない書籍の１つであり、日本における貧困や格差解消の方策、市民運動の
あり方等を考える際、大いに参考になります。
目次をご紹介します。

第1章　ソウル市の市民民主主義革命　白石孝
第2章　キャンドル市民革命が変えたことと、これから変えるべきこと　朴元淳（解説：白石孝）
第3章　まちを市民のものにする――人間中心の交通と出かける福祉　白石孝
第4章　市民の人権を守るソウル市の労働政策　上林陽治
第5章　貧困解消へのチャレンジ――住宅福祉と雇用づくり　白石孝
第6章　私の政治哲学――革新と協同統治　朴元淳
第7章　韓国の社会運動に学ぶ　白石孝
第8章　リベラルにソーシャルの視点を――貧困と格差を是正するために　大内裕和・白石孝

３月の学習会は、どなたでも参加できますので、是非、ご参加ください（詳しくは→　こちら）。
＊韓国のキャンドル市民革命の動画は　→　こちら
＊パク・ウォンスン(朴元淳)市長の「２０１８年新年のご挨拶」は、→　こちら
＊ソウル市の政策→　こちら

（弁護士　猪　股　　正）
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3/26 学習会「地域ネットワークで貧困解消にチャレンジす
るソウル市に学ぶ」
韓国ソウル市では、市民運動出身の朴元淳市長のリーダーシップと市民の参画で、自治体改革が進んでいます。貧困を解消するために働き
がいのある仕事を創り出し、非正規雇用をなくし、職員がまちへ出かけて脆弱階層や生活困窮者など弱い立場の市民のニーズを探るという
実践をおこなっている韓国の政策は、日本にとって大いに参考となります。
今回の学習会は、韓国の視察調査を重ね、韓国の社会の動き、市民運動に最も精通している白石孝さんをお招きします。
マスコミや政府が伝えない韓国やソウル市の実情を学び、貧困の解消のために、地域レベルで、市民や行政はどのような取組ができるのか、
そのためにどのような仕組や組織を作っていくべきなのか等、白石さんのお話をお聞きし、一緒に考えられればと思います。是非、ご参加
ください。

日時：２０１９年３月２６日（火） 18:30～（開場 18:00）
講師：白石孝さん
会場：埼玉総合法律事務所３階第会議室　地図は→　こちら
＊　参加無料・予約不要
講師プロフィール：NPO 法人官製ワーキングプア研究会理事長、荒川区職員労働組合顧問（前書記長）。
自治のあり方、国民総背番号制、多文化共生など幅広く活動。
著書に、『ソウルの市民民主主義:  日本の政治を変えるために』（コモンズ、2018年）、『マイナンバー制度――番号管理から住民
を守る』（ 自治体研究社、2015年)、『なくそう！官製ワーキングプア』（日本評論社、2010年）など。
主催：反貧困ネットワーク埼玉
事務局連絡先　弁護士　猪股正　さいたま市浦和区岸町7-12-1東和ビル4階　
埼玉総合法律事務所　℡048-862-0355　fax048-866-0425
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https://saitamasogo.jp/archives/74870


【2/21学習会】市民民主主義にチャレンジする韓国の社会運
動に学ぶ（公正な税制を求める市民連絡会主催）
韓国ソウル市では、市民運動出身の朴元淳市長のリーダーシップと市民の参画で、自治体改革が進んでいます。貧困を解消するために働き
がいのある仕事を創り出し、非正規雇用をなくし、職員がまちへ出かけて脆弱階層や生活困窮者など弱い立場の市民のニーズを探るという
実践をおこなっている韓国の政策は、日本にとって大いに参考となります。今回の学習会は、どうすれば日本でも可能になるか、韓国の視
察調査を重ね、この問題に取り組まれてきた、当市民連絡会の会員でもある白石孝さんをお招きします。どなたでも参加できます（予約不
要）。是非、ご参加ください。

日時 ２０１９年２月２１日(木) 18:30～（開場 18:00）
講師　白石孝さん
講師プロフィール
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https://saitamasogo.jp/archives/74858


NPO 法人官製ワーキングプア研究会理事長、荒川区職員労働組合顧問（前書記長）。
自治のあり方、国民総背番号制、多文化共生など幅広く活動。
共著に『マイナンバー制度――番号管理から住民を守る』（  自治体研究社、(2015年)、『なくそう！官製ワーキングプア』（日本
評論社、2010年）など。

会場：主婦連合会会議室（主婦会館プラザエフ3階）　地図は→　こちら
主 催：公正な税制を求める市民連絡会
事務局連絡先　弁護士　猪股正　さいたま市浦和区岸町7-12-1東和ビル4階　
埼玉総合法律事務所　℡048-862-0355　fax048-866-0425
資料代：500円（経済的に困難な方は無料）
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